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た
匹
「
本
会
の
迩
営
の
経
渋
は
次
の
上

入
す
る
も

の
と
す

み
a•• 
、
I
9,
．
を
削
除
し

第

五

条

本

会

の
返
営

は
会
貨
と
埒
別
収

入
令
も
っ

L-

会
の
主
旨
匹
袈
同
し
、

窒
貿
を
納
入
し
た

を
削
除
し、

新
た

足
「

本
会
の
会
員
は
本

6. 5

諮
習
会

4. 3. 

詢
査
研
究

見
i
子
会

日

第
四
条

ー月ズ•年
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日）

.

d

"

J

 

2

位

会
（
掠
則
と

し
て

第

一
土
脳

ー． 

そ
の
旭
必
渋
た
こ
と

」

会

（
春
季
）

会
報

[
匠
各
芍
古

]
の
奴
宅
行

:
I

者
を
会
員
と
す

る。

て
あ
て
る
会
負
ぱ
．
会
貿
年
，
退
五
百
円
・
テ
納

り
妬
定
め
る
。

年
額
一

0
0
0円

年
頷
一

0

↓00円

采
全
行
う
。

平
会
り
贔
歪
悶
成
す
る
た
め

に
次
心
事

7
ハ

一

ふ

埋
気
文
化
財
の
保
餃

,iv 
合

的，
1

、

ふ
臼
t

-
.
/

工 ウ イ

委

員

事
務
局
幹
手
（
若
干
名
）
．
，
会

酎
吟
玉
、
翌
記
蔚
＇
出
等

そ
の
他

轄
す
る
。

を
代
表
し、

会
加
の
執
行
を
統

会
を
代
表
す
る
。

副
会
長
（
若
干
名
）

：
会
長
を

艮
一
名
と
幹
翌
右
干
名
で
構
成
し

会
務
の
試
行
を
行
う
。

事

窃

局

長

(
-
名
）

：
苛
務
局

必
要
た
幹
出

一
一
第
八
条
本
会
は
門
問
を
お

く
こ
と
が
で
き
る
。
―

＿
 

＇ 

補
佐
す
み

。
--立若
千
名
）
・
・
半
移
局

事
務
局

t

ア

芸

は
＇
仏
の
公
口
員
を
お
く
。

5. 

会
酎
監
森
（
二
名
）

i
ー

を

「

本

会

4. 

委

3. 

幹

?
- t

会

本
会
は
次

の
役
負
企
．
》
認

く
。

副
会
長

（二
名
）

~) 
，，_. 

寄
付
及
び
補
助
金

」

長
(
-
名
）

半
（
若
干
社）

負

（若
干
名
）

長

（一

名
）
0

・会
艮
紅
本

~.

,1 

年

粕

l
L
O
O
P
J
)

第
七
条

ア
イ
ウ
エ

の
役
旦
を
も

っ
て

あ
た
る
。
」

梱
成
メ
ン
パ

ー
は

柔
六
条
第

一
項
の

ぎ
、
会
の
遠
営
に
あ
た
る
，
役
負
会
の

除
し
祈
た
に
、

幹
事
は
塩
籾

「
今
会
は
役
員
会
を
お

但
し
庫
任
な
去
玉
こ
八
げ
た

S
i
1
`
i
．
を
削

本
会
の
孜
，＇
空
の
圧
心
は
二
年
と
す
る
。

局
艮
が
速
ぷ
も
の
と
ず
ふ
。

」

送
出
す
る
(
"
又
＇
〗
ず

尉
監
査
員
の
忍
出
は
紐
，
●
き
に
お
い
て

ふ
会
長
、
胴
会
長
、

炉

蒻
扇
畏
、
会

2

役
員
の
任
閲
は
二
年
と
す
る
。

113,

会
計
益
査
を
行
う
。

し
再
任

rrt
さ
ま
た
げ
ナ
こ
芯

ォ

会
計
監
芯
員
（
二
必
i

)

．
本
会
の

者
を
逹
出
し
委
員
と
す
る
。

6
地
区
と

し、

各
加
記
の
会
禎
か

ら
恣
干
名
代
森

妃
分
け

ffr贔
区
（
仕
久
地
＇叙
外
の
泄
区
）
を
加
え

（北
相
木
村
・
南
咀
木
村
・
南
牧
村

・
J
i
上
村
）

|
1
1,1,i
i',1-

一
佐
久
地
域
を

I
地
区
（
騒
井
沢
町

・
侶
代

2
明
・

-
小
諸
市
）
甘
い
一
地
区

（
北
御
牧
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、
こ
雰
和
村

・
立
科

一
町
・
望
月
町
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圃
地
区
（
佐
，
IA9

市
）
芹
1

地
ス
一
（
臼

出
{
l
n
J
•

佐
久
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・
八
千
召
村
亀
小
海
町
）
＞

地
区
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．，
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包
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号
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呉
3
弔
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叶
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瓜
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．
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。
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。
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．
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・
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て
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岩
村
山
相
生

町
二

二

区
）

（
浅
閲
中
学
生
）

（
没
間
中
字
生
）

小

栗

靖

f
3
8
5

佐
久
市
岩
村
山
稲
荷
町

三
二
四

0

x
x
x
x
 
芋

生

会

員

村

山

好

文

i
5
5
心

a-ぶ9
a
“
1
6
5
 

ぇ3

東
京
都
中
野
区
人
和

町
ニ
ノ
―
一
ノ
八

x
x
x
x
x
 

（
浅
吋
中
字
生
）

丸

山

晦

一

郎

}rJ
:

：
.‘

,

;'
，1
-
‘
 

．．
 
べ．
＿J
-t叶
，
含

，／

ー
ご
里

クー

ノ

[71

，
 

ヽ

施

工
け
一i
―二
i(l‘

ノ
―ュ

前

原

辻1•四．．

f‘̂1
.，＇、,7
i

ュP

‘

~. 

束

並
ぃ
五
翠

二
．．
 
ノ
ご
ノ

寺

島

隆

史

A

で

5
8も
上

]
.
m
上

』
湛
砂
餡

JII 

島

雅

人

靡
玉

咲
入
閲
郡
三
芳
町
藤
久
屁
八
一
九
ノ

|
1
i
i
|＇.，
1
|
|
|
|ー
一

ーー
、1,
i
i
'
:
|

6
一

匠

、久

考

百

学

会

＊

喜

言

喜

言
＊

一

鵡

凶

委

員

紹

介

（一
-
I
地
且

一

,
‘
 

上

元

・・’
 

）
 

i
"
.
5
.
N
O
Ir‘i
 
上
，5
i

沿
上
山
博
物
館

一X 今

橋 井

広 正

行

徊
~徐
川
県
吊
浜
市

六
洞
町
西

、

U
七

,,, 誌
・ゴ; .,, 

2
5
6
 

・↑
、一ip
9・

.or3 

心
J

”.
、
.
1
.

，
 

斎

ヽ

f

;

•
4
-

1
-

‘
'

1

り
l

ー

',.
 

▲
~
~
 

'
-◆ 

[:

~ 

紹
介
＊
女
＊
＊
＊
＊

（
ア
イ
ウ
ェ
ォ
唄
）

束
辰
祁

中
蒋
区
中
サ
六
ノ
ご
ニ
ノ
八

lJJ
正
万

入

芸

員

こ
と
ぷ
ぎ
荘

5
号



(7 } 佐 久 考 古 通 信 昭和51年 5月1日

ヽヽ
‘`,＇▼‘,¥、／‘、¥
.`l
・ヽ
'ヽ‘‘̀
‘‘̀
)`
‘、,`
l‘‘,‘

-
＾
年
も
正
月
を
過
ぎ

て
の

発
行
と
た
っ
て

し
定
5

ま

島
出
さ
ん
に

両
苦
刃
ケ
戟
い
た
こ
と

を
紙
上
、
を
も

っ

て
御
紹
介
申
し
上
げ
る
と
共
に

、

岸
く

詞
礼
申
し
上

9
9

9

9

 

す
。
ヰ
｀
た
、
成

2
・
加

3
の
タ
イ
プ
を
会
員
で

ゥ
る

に
よ
り

編
菜
も
終

り
ホ
ッ
ト
一
息
と
い

う
と
こ
ろ

で

す。

幸

い
我
苦
佐
久
り
ホ

ー
プ
花
詞
存
年
の

．御
励
力

し
た
。

本
拐
局
の
怠
四
な
深
く

ぉ
託

ぴ
申
し
上
げ
ま

今
年
こ

＂ィ
、
今
年
こ
そ
と
思
い
な
が
ら
、

一
九
七

期
日
は
一
＿
一
月
中
旬
匹
予
定
し
て
お
り
ま
ず
。

参
加
下
さ
S

o

蝉
励
力
下
さ
る
よ

り
お
屈
い
致
し
で
す
。

弟

一
迎

硲
会

で
ふ
二
ぎ
さ
れ
で

し
た
よ
う

紀、

学
生
及
び
．r子
生
団
体
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 0
0円

本
会
の
ス
ム
ー
ス
た

追
営
の
た
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3
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五

0
0
円

一
般
会
娯
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ひ
団
体

か
ら
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会
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次
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迪
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で
i
`
•
O

お

&
＆
8
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8
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＆
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＆
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＆
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ギ
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｀

笠
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ど
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振
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追
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さ
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＇
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9
す

キ＂

士
丁

土

士よ_"寺辛＂ナ
＂

キ

土

ヱ

四

工

エ

ア

千

／

一

，団

四f
F
"
千
中
土
＂ギ
＂

ー
、

入

頴 り

本
年

度

、
芦
費
納
入
に

す
で
妬

児
喝
が

出
茄

い、

間

一

も
た
く
発
行
の
子
定
で

す
d

S

ず

れ
も
力
作
含

一一

の
で
＂四
胡
待
に
添
え
み
こ
と
と
思
っ
て

s
．支
す
一)-一

お
染
し
み
に

／．

塁
地
翠
唸
喜
翠
諏
塁
翌
虚
塁一

囀

渠

後

記

咬
世
唸
お
お
迅
ぷ
靡
述
載
沿
巧
咤
や
、
あ
叶
岱
屯

靡`
訴
"
-

通
信
ん

2
か
わ
届
け
致
し
f

ぷ
す

。
c
成

1
の
発

久
号
屹

5
は
、

ーず

゜

五

H
 

し
た
。

ひ
と
え
応

．ぶ
詑
ぴ
す

る
次

第

て
あ
り
花

行
か
ら

す
で
妬
叩
ヶ
月
が
過
ぎ
て
し
交
S

定
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ま
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の
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受
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．
r
[

・一

佐

久

考

古

滑

信

院

1

を

謹

ん

で

再

び

会
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内
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ロ

し、

地
区
姿
員
が

正
式
会
員
把
捉
を
痴
ね
て

に
半
訪
局
が
作

成
す
る
。

イ
で
作
成

し
た
名
澪
在
地
区
妥
負
匹

手
岐

イ

各
地
区
ご
と

の
会
妓
末
納
杏
名
蒟
を
早
急

話
し
合
い
が
行
た
わ
れ

ま
し
た
。
そ

の
結
景
、

局
か
ら
先
衷
さ
れ
、

そ
の

紋
収
方
法
に
つ

い
て

会
貨
の

納
入
状
況
が

よ
く
を
い
こ
と

が
事
拐

t

会
貨

の
徴
収
方
法
匹

つ
IA

て

．
 

ヽ

宇

省

運

営

妬

つ

VI 

て

の
と
お
り
で
す
。

か
わ

含
れ
ま
し
た
。

劫
謡
事
項
及
び
凰
議
内
谷
は
次

進
行

（
司
会
）

た
よ
り

曲
誌
応
入
り
活
発
玄
芯
見

が

会
艮
さ
ん

の
あ
5

さ
つ

の
改
、
木
内

審
拐
局
長
Q

局
か
ら

の
記
明
が
あ
り
、
郵
便
祈
の
憤
上
げ
に

h
 

-11、

・・1"l
r.
 
-・
 

た
琴
4
，
封
詞
心
が
立
案
す
る
こ

s
て
も
、

汽
殴
尻
積
が
臣

伯

っ
た
と
い
う

ふ
衿

会
牧こ

声
っ
.,, 
1(. 

,';; 
') 

が

r-~ 
1八

と
,・、
ぅ
こ

と
（疋

な

匠
記
布
の
準
闘
が
で
立
て
お
り
、
第
・い
号
応
ぶ

ー

，

＇

一

米
、ナ
米
米

＊
＊
米

米
＊
米
米
米
米
米

米
米

米
米
未
米

＊
＊
＊
＊
米
米
米

米
米

米
米
央
米

米

米

米

米

2
i

七

磁

和

丘

十

年

虎

弟

―

-lgJ

夜

、
呉
芸

汲

舌

浅

米

ー

米

米

—

米
米
米

米
米
＊

米
米

＊
＊
米
＊

．

米
米
※
＇
米
＊
＊
＊
米
米
米
米

米
＊
米

央
＇
米
米
米
＊
米
米

し

―

―

 

・

弟
一
回
啓
只
会
は
、

二
月
二
十
一
日
午
後

一
時
キ

一

一
よ
り
岩
如
り

出
の
淡

国
地
区
館
に
佼

い
て
、
由
井
会
長

一

一を
は
じ
め
と
し
て
、
十
名

の
役
毀
心

出
席
忍

も
っ
て

一

一

t
 

五行
な
，わ
れ
吃
し
た
。

_

-

を
多
く
消
し
、

発
刊
に
つ
S

て

会
，
改
占
人
の

殴
会
．
た
塩
す

。

佐
久
考
古
近
信
は
、
第

二、

三
号
は
近
日
中

◎

佐

久

芍

古

涵

信

2

佐
久
考
古
．
団
嘩

字
会
誌

「
佐
久
考
古

」
の

以
上
四
項
目

の
改
収
力
丘
が

出
さ
れ
す
．し
た
3

低
十
万
し
十

五
忍
円

の
欽
．
笠
パ
必
良

て
あ
る

冗
な
り
在
し
た
。
充
分
討
諮
を
麗
ね
た
末
、

金
を
集

つ
る

か
と
い
り

こ
と
が

入
ンピ

な
問
屈

と
が
先
決
で
あ
り

‘
そ
し
て
ど

の
よ
う
匹

資

二

字
習
芸
、
諏
五
芸
号
、
会
員
が
菜
ま
る

場

を
し
た
。
そ
の
結
采
、

吐
ず
決
金
を
作

↓(
A.
)
 

「
佐
、
久
若
古

」
パ
5
の
兌
刊

に
尻
し
て

は
最

こ
と
が
曲
芝
べ
れ

、
炭
金
，
r

に｝め
尻
つ

い
て
は

会
敷
か

しパ
竺
i
-

．，付
の
向
定
が
出

た
た
り

、
総

.

-
i
：
へ
と
＾
ぅ
付
．

i

r

ー
て
た
り
莉
し
尺

.

1
’i',.
1,
．

一

，．
，
‘

9
>

,

＇

よ
り
多
く
の
回
敦
が
発
行
で・
ごC
クパ

し

・

ぎ

利
用

し
て
5

た
だ
く
よ

う
に

-

れ
｀

ど

の
よ
、
勺
化

し
た
ら
よ

い
か
話
し
合
5

ロ
の
成
収
方
法
が

で
為
た

い
た
の
、

口
座
こ^
t

か
な
い
と
り
ら
K
}
と
が＇
迅
竹
局
X
り
発
表
さ

地
区
会
試
は
佐
久
地
域
外
の
知
飩
で
あ
り
、

全
く

如
く
、
と

う
て
S

発
刊
の
見
雌
し
が

つ

で
も
恨
．
り
こ
ゆ
る
よ
り

応
す
み
，
＂

貪
応
VI

( ~ 

口
座
＊
甜
設
し
、
各
会
類
が
会

侠
か
い
つ

地
区
内
会
負

一
人

一
人
に

致
収
に
当
た
る

。

1
1
1

,

．
 

題
が
ボ
務
尻
よ
り
提
出
さ
れ
・
だ

し
た
。

し
か
一

し
、
通
信
3
苓
砂
は

、

近
終
紙
的
辿
羹
〗か
ら

、

一

で
玄
み
だ
け

予
鐸
円
で
や
り
く
り
を
行
右
・S
、

数
多
I
‘

.9元
行
す
る
よ

り
努
力
す
る

こ
と

匹
決

定
し
、布

し
た
。

◎

「

伍

久

考

古

」

「
佐
久
衿
古

」
は
、
印
刷
焚

の
値
上
り
な

一

喜

上

り

、

了
回
応

岐
低
十
万

し
十
五
万
円

[

の
衰
金
を
必
疫
と
し
、
祝
在
、

運
営
貸
金

は
一
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（ポ
務
局
）

濠

本

役

員

会

の

お
記
は
、
必
字
会
の
若
手
の
ホ

i
ブ
で
お
み
花
尚
弘
氏
と
佐
々
木
登
子
嬢
vC

お
頷

い
し
た
。

の

他

磁

弔

規

定

の

件

に

つ

5

て

昨
年
十
月
五
日
の
総
会
で
決
ま
っ

4・
歴
弔
規

定
の
適
用
範
囲
．

板
弔
に
か
か
r
Q

費
用
を
詰
し

合
5

次
の
よ
り
に
決
充
り
ま
し
た
。

・
虻
事
は
会
員
が
緒
婚
し
た

場
合

で

、

千

円

の
お
祝
5

ヶ
現
金
で
贖
る。

・
弔
半

は
会
員
が
亡
く`
た
っ
た

嶋
合

で

千

円

の
香
料
を
供
す
ふ
3

-. -
◎ : 

峰

vc
寸
し
た

琉
が

つ

あ

り

昨

年

キ

こ

を
堀
っ

て
炭
焼
含
を
し
た
ら
刀
の
破
片
歩
出
て
立
て
家
に
あ

る
乃
で
見
て
欲
し
5

」
と
の

ギ
で
拝
見
す

る
こ
と
に
た

た
っ
た
。

氏
が
大

学
に
箱
に
納
心
て
も
ム
鉄
片
を
み
て
薫
5

た
こ
と
に
今
さ
で
見
た
こ
と
の
た
5

両
刃
の
あ
る
鉄

査
員
の
楽
し
み
の
ー
つ
で
あ
る
昼
食
時
に
な
り
~

案

内
役
で

あ
る
高
橋
氏
が
f

自
分
の
持
山
で

あ
み

灌
ノ

昨
年
夏
の
埋
蕨
文
化
財
分
布
駒
査
中

の
出
苓
こ

と

で
あ
る
。

佐
久
市
の
分
布
調
査
一
県
教
姿
と

市
教
委
共
催
に

よ
り
昭
和
四
十
五
年
度

よ
り

実
涎
）
も
、

5

よ
5

よ

太
詰
に
た
り
｀
入
沢
、
前
山
｀

岸
野

の
山
間
部
（
平

地

ば

詭
査
終
了
）
を
残
ず

の
み
と
た
り
｀
五
月
よ

り

紐
5

た
調
査
で

調
査
員
の
疲

労
の
色
も
隠
せ
た

5

炎

暑
の
六
月
二
十
六
日
、

岸
野
吋
誌
の

役
員
で
あ
る

焉

橋
久
保
氏
等
の
案
内
に
よ
り
｀
火
の
雨
塚
古
墳
、
小

金

平

遺

雙

中

島
遺
跡
等
を
踏
査
し
、

5

エ
5

ょ
調

木

内

捷

片
で
、
正
し

9
千
れ
ば

f111
」
の

仮
片
七

Ji
峠
ぎ

だ
っ

た
。

高
海
氏
に
よ
る
現

場
で
の
立
地
~
出
土
し
た
状

等
を
図
ら
だ

が
ら
「
前
方
後
円
墳

で
は
た

5

か
」

向
を
涌
ら
ぜ

研
究
者
仲
問
に
連
絡
を
し
｀
午
後
、

地

へ
行
く
事
と
な
っ
た
。

意
気
揚

々
と
集

っ
た
十
名
余

り
で
、
氏

の
案
内

よ
り
夫
れ
夫
れ
｀

鉗
、

ナ
タ
、

約
等
r
迂
参

の
う

え

勁
車
に

分
乗
況
地
匠
到
炉□

早
．
辻
t
,

．，逗
に

入

っ
た
。

県
教
委
、
丸
山
指

[}
{．
一
且＿
ら
北
．
二
5

，●
よ
り
背
丈

倍
以
上
も
あ

る
雑
木
．‘- 9
(

／
ぃ`
r
；け

だ
く

に
た

り

が
ら
、

僅
か

一
時
間
令
‘

て
行
，
」

い、

二
つ
あ
る

任
の
全
貌
を
表
出
し
た
。

臥
9

の
木

C

約
六
メ

ー
ト

ル
）
に

登
り
墳
形
を
見

者
、
メ
．
ツ
ヤ
ー
を
引
張
っ
る

者
、
そ

の
賑
や

か
さ

II

前
方
後
円
頃
9

で
あ

っ
た
ら
と

の
闊
侍
で
、

悉

も
吹
き
飛
ぷ
ほ
ど
の

騒
ぎ

で
あ
っ
た
。
結
局
、
跨

た

A
実
測

は
後
日
実
油
笠
＇
る

事
に

し
山
を
絡
り
、

．先密 さはる 墳だの

ー

ム只
図
信

L
g
gり
‘
.
t
.I

告
ム
ソ
Llツ
炉
，

t
r

z
 
z
 
z
 
り

さ

ぽ

ら

し

{3

前

目 に 現 と況

五ノ

凶＂
ム
りと
芦ム

Zz
 
乙z
 

ブ

、後

F
貸

N5
g
g

ー

と

一
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古ざ 俎 古の古 佐 古にのけ、到 県 た究
測け ．；．

洪よとで 古 へ 都 頃し げJ 底` 数—·ー・ ° の をる ，

(4  

よう意は頃六 小匹ろガ 竜 歪 5 終者 6

た義を世つ‘ 悛 ノ
も

何時ま ら, l,ら 岸封' 発見 紀中 学杖に ，て" 剣~ 円共 ー峰 後前方 丸山 K せさ了 出て i ｝ は ，~ " し

でを 1戎火し 葉 ，め は L- , 号、円氏 使‘ く 薄 も` 主 で1

もし 果 のた ： る ｀ のと 墳よ 討 はる ら 与`； 詰

紅たを雨こ のこ出 た 二 K r1 依 1妥 仕 き` 時 を Lt( 

在次 残塚 と 県 はの土つ号は 辿 粒 の未 lc¥1 先 花

で 弟 し古に 孜 出 滋 した 墳 な 褐 す
希と苗 を頭 を

あ で‘ 頃 は 哭 士ノた 次 とらあ ら望相ガ刻に 咲

れ ，≪ぅ；竜 が ,tり 地峰低 第 命力り ッヘ成ツむ 朝 かI 
° るノ通違桐不古証で名~" を : りク毎よ せ

° 峰 説 い原明墳 ああ ‘と 実 残 ..'), 妬 b て

古-な指'-" f<とるる 6つ測 し 兎 9 山 祝

゜
考 思保さあが婦 とれた で す

古最い 設 れり‘人そ息んが私の主
゜i 

通後 まのたましのれいのらは， ず、
信に す 気我 ぜか 行 にさをも、‘

を佐 ゜持 彩 んし 勁 比し 見 → 武 佐
注久 を と 0 ' はべたて 結 遺述藤 逍 溝^

す ＿舌 ' Vヽ む払 ‘ て ゜い 局 郎ぺさ 信面 航久
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の社神 ー 県てが方 か ，i/i 荒船 々内 豆 餡て

匠 一 塗り 時物出来あのへ戌へ と 1」」 はを八 の
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縄
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(2 

り
在
し
た
。

ま
た
、
佐
久
市
後
沢
の
緊
急
発
掘
調
査
尻
は
会
員

の
み
方
さ
ん
の
多
数
の
御
協
力
を
得
た
こ
と
と
思
い

て
は
御
心
記
を
か
け
た
り
、

会
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
こ
と
は
、

訳
あ
り
注
せ
ん
。

そ
の
他
、

ま
た
大
変
お
世
話
忙
な

ほ
ん
と
り
に
申
し

私
侮
人
の
私
事
に
つ
い

の
停
茫
団
は
止
む
を
得
注
せ
ん
が
、
秋
の
大
会
や
見
芋

期
で
す
。
多
く
の
会
負
の
猿
培
か
ら
こ
の
間
の
．
半
采

1

ハ
月
の
話
会
の
あ
と
は
、
夏
の
短
い
佐
久
の
農
繁

し
た
。

柑
も
変
わ
ら
ず
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
主
ぃ
す

ら
早
く
脱
皮
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
S

と
思
S

力
が
ら
、

で
言
い
訳
を
S

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
た
会
か

で
す
か
。

s
つ
も
物
を
言
う
時
は
必
ず
き
注
り
文
句

例
の
な
S

よ
う
な
厳
寒
の
中
で
み
な
さ
ん
お
元
気

会

長

由

井

茂

也

年

朗

あ

い

さ

つ

査
報
告
が

わ
こ
な
わ
れ
、
承
認
さ
れ
主
し
た
。

両
名
と
も
欠
席
の
た
め
、
会
長
代
理
に
よ
る
会
計
監

域
事
務
所
匹
お
い
て
三
―
―
―名
の
参
加
者
を
も
っ
て
開

紐
会
は
、

ハ
月
十
三
日
、
佐
冬
巾
岩
朽
山
の
旧
広

森

会

報

告

廿t1

和

五

十

年

度

一つ

し
く
お

筏

い
致
し
古
す
。
簡
単
で
す
が
ど
あ
い
さ

行
陀
あ
た
る
こ
と
匹
た
っ
て
お
り
支
す
。
何
か
と
よ

会
長
の
あ
い
べ

つ
の
後
、
木
内
ポ
拐
局
長
の
進
行

わ
れ
た
。 弟

回

役

貝

＇｛
云
報
告

附

和

五

十

年

度

会
が
催
さ
れ
、
会
員
間
の
親
睦
を
深
め
、

無
半
当
日

ク
な
石
器
（
通
具
）

の
見
力
を
、

わ
か
り
や
す
く
脱

特
な
人
を
引
含
こ
ん
で
し
主
う
岳
し
方
と
、

ユ
ニ
ー

け
る
旧
石
器
昧
代
」
県
考
占
芳
詰
吉
務
局
艮
、

森
嶋
稔
講

そ
し
て
議
事
終
了
後
、
閉
会
の
あ
い
六
つ
が
行
な

こ
れ
か
ら
残
含
れ
た
助
抑
、
充
実
し
た
計
画
の
遂

一
考
古
辿
信
の
紙
上
を
も
っ
て
会
員
の
承
認
を
得
る
と

つ
ま
で
じ

催
さ
れ
注
し
た
。
即
会
の
こ
と
ば
、
会
長
あ
い
さ
つ

匠
続
き
、
禍
場
一
致
で
武
股
金
会
員
を
議
長
に
選
出

し
議
也
爬
入
り
主
し
た
C

事
務
局
よ
り
昭
和
五
十
年

度
会
務
、
会
計
決
算
報
告
の
あ
と
、
会
計
監
査
委
員

次
妬
昭
和
五
十
一
年
度
戸
ず
来
計
画
、

会
~
予
第
の

謡
事
に
は
い
り
注
し
た
。
事
来
計
画
に
つ
い
て
は
事

笏
局
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
支
し
た
が
、
会
酎
予
算
府

三
い
て
は
、
寄
附
金
の
収
入
見
込
額
が
多
す
ぎ
る
た

；
注
す
し
、
そ
こ
匹
は
現
役
で
専
攻
さ
れ
て
い
る
1

子
生
一

め
再
度
検
討
ず
る
よ
う
に
と
い
う
諮
疑
が
提
出
さ
れ

達
が
犬
勢
参
加
さ
れ
て
い
た
の
で
、
実
際
の
調
査
研
一

；
ェ
し
た
。
総
会
の
瘍
で
瓦
分
討
議
の
結
果
、
こ
の
件

一究
を
追
じ
交
流
が
行
た
わ
れ
、
本
会
の
半

・太
の
空
白
l

にっ
5

て
応

役
鉗
．
姿
で
再
び

つ
く
り
な
お
し
、
佐
久

i

を
坪
め
る
大
き
合
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
吐
ず
。

い
う
案
で
主
と
ま
り
走
し
た
。

わ
れ
、
予
定
さ
れ
て
S

た
記
念
謂
渉
「
長
封
県
に
お

師
に
よ
り
行
な
わ
れ
花
し
た
。
席
演
仇
森
嶋
諧
師
独

明
し
て
い
た
だ
き
、

（司
会）

と
て
も
有
意
義

で
し
た
。

そ
し
て
号
色
演
の
後
、
近
く
の
食
棠
に
お
S

て
懇
親

の
日
程
を
終
了
し
す
し
た
3

第
二
回
役
鎮
会
は
、

（
事
務
局
）

一
月
二
十
九
日
、
午
後
四
時

頃
よ
り
岩
村
山
洩
刷
会
館
匠
於
↓
い
て
、
由
井
会
長
を

は
じ
め
と
し
て
十
名
の
役
負
の
出
席
を
も
っ
て
行
な

尻
よ
り
協
議
応
入
り
括
発
た
吟
打
を
か
か
わ

~

.
1

,

、

1
9

,
,

1
9

·

9
,
1
'
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2
の
よ
う
に
決
ま
り
充
し
た
の
で
、
本
祇
上
を

佐久考古通信
---

，
 

さ
ャ
左
し
た
。
協
譲
叫
手
項
及
び
励
譲
内
谷
は
次
の

と

一

お

h

で
す
9
)

-

一、

陪
札
五
十
一

年
度
佐
久
考
古
，
．
子
会
事
禾
計
画
i

に
つ
3

て

こ
心
ご
と
に
つ
い
て
は
、
総
会
に
5

5

て
承
一

認
さ
れ
て
5

．
た
半
ぷ
酎
画
が
S

ま
だ

―
つ

も
た

さ
れ
て
5

な
5

こ
と
の
反
省
に
た
ち
二
月
し
五

一、

昭
和
五
十

一
年

辰
｀
佐
久
考
古
手
会
会
計
予

―

綽
に
つ
5

て

こ
心
こ
と
妬
つ
S

て
は
、
役
戻
会
で
再
検
討

さ
れ
、
佐
久
考
古
通
信
の
紙
上
を
も
っ
て

承
認

そ
こ
で
本
役
員
会
で
充
分
団
誤

の
決
果
、
表

も
っ
て

承
店
さ

辻
て
5

．
た
だ
．
昏
充
す
e

す
る
こ
と
が

総
会
で
決
充

っ
て
5

ま
し
た
。

う
貶
決
さ
り
士
：

し
た。

画
佑

・も
1
)

に
、
再
ば
練
り
な
お
し
、
表
ー
の
よ

月

弐
℃
(
ふ
ず
零
町
幽
を
ヽ
承
認
さ
れ
て
S

た
計

叶和五十一年度事莱計画

表

＼員目
月 ＼
----'---, - -

串 采 名

2
 ゜
月

゜

第一回芋習会 (20日）

第一回縄文時代人門紋室

第一且逍物整理技術デ習会

佐久考古辿信筋:sの発行

藤

-・. 
白
f r.,J 

沢

村

乎

博
台

文

＞ヽイ 氏

氏

●● - ----

5

月 ゜
゜

第二回字翌会 (20日）

第二回維文時代入門教室 ー後沢遺跡現場見学一—●●

佐久考古通信;1£.6の発行

藤 沢 平 治 氏

- -一~ ~ ~ 

ou 4
•

月

゜

第三［碑千暮会

第三回縄文時代入門教室

第三回役負会

藤 沢 乎 仏
口
‘、
I
' 氏

―------――--- -

5 i 
0

0

 

佐久考古通信jぷ7の発行

昭和 52年1虻総会
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5) 脱］手052if-2月 1日

↓
 山

此
の
静
か
な
山
の
中
を
歩
s
て
居
る
と
何
時
か
読

ス
が
二
声
―
―
一
声
嗚
い
て
去
っ
た
後
は
又
も
と
の
静
寂

る。
赤
谷
の
部
洛
を
過
ぎ
る
と
谷
は
＞
字
形
を

含
し
、

路
は
険
し
5

坂
道
で
あ
り
、

や
が
て
雑
木
茂
り
、

に
も
ど
る
。

又
が
け
迫
で
あ
る
。

信通古考
わ
せ
る
よ
う
な
中
に
入
る
。

ク

谷

の

流

れ

の

音

疋

ま

じ

っ

て

小

鳥

の

さ

え

す

り

が

佐

聞
こ
え
て
く
る
の
み
で
、

山
は
静
寂
そ

の
も
の
で
あ

栗
の
古
木
立
ち
て
肱
始
林
を
忠

5

き

な
0

頭
上
で
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
と
S

う
中
高

い
声
に
お
ど
ろ
か
さ
れ
る
3

カ
ケ
ス
で
あ
る
。

ん
だ
半
の
あ
る
こ
ん
た
言
莱
を
思
S

出
し
た
。

ヵ
ヶ

が
流
れ
て
居
る
。

み
、
又
あ
る
屹
は
滝
と
左
っ
て
落
ち
、
谷
批
を
清
流

み
。
川
ば
谷
の
底
を
流
れ、

あ
る

時

は
岩
の
間
に
淀

山
は
険
し
く
、

行
く
手
を
岩
が
は
ば
み

谷
は
狭
ば
ま

期
、
弥
生
、

士
師
、
須
恵
器
た
ど

の
破
片
が
採
集
さ
一
て
よ
く

遊
ん

だ
も
の
で
ら
'
C
o

こ
の
山
の
途
中
に
走
陰
が
あ
り

、
迦
文
前
期
、

中
一

た
ア
ワ
が
出
米
た
0

此
れ
合

と
ち
ば
ん
殴

く
と
言
っ

ぷ
茸
と
苓
く
ら
茸
を
少
し
取
っ

た
た
け
だ
っ
た
。

こ
ん
な
頃
を
考
え
た
か
ら
、

っ
て
、
『
早
を
か
苔
分
け
た
け
れ
ば
歩
け
な
S

o

山
を
歩
含
回
っ
て
、

や

な
物
は
喰
え
た
く

な
っ
た

の
か
も
し
れ
た
vS

。
結
局

5

。
人
間
の

消
化
器

ゃ
味
覚
は
艮
5

間
貶
此
の
よ

う

喰
っ
て
八
閏
妬
喰
え
ぬ
は
ず
は
た
い
わ
け
で

あ
る
が

て
、
そ
の
皮
を
む
い
て
か
じ
っ
て
見
た
3

熊
や
烏
が

私
は

山
紀
落
ち
て
居
た
ど
ん
ぐ
り
の
一
っ
を
拾
っ

ん
で

居
る
。

て
喰

っ
た
跡
で
あ
り

、
此
れ
な
熊
の
折
り
か
け
と
よ

の
よ
A
5
,

，
な
物
が
出
来
て
居
る
。
熊
か
木
の
実
を
取
っ

犬
木
の
上
の
枝
が
内
側
匹
折
ら
れ
て
木
の
上
に
た
た

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
み
ず
た
ら

々
何
か
が
歩
s
た
足
跡
が
あ
る
。
或
は
熊
の
足
跡
で

道
は
奥
に
進
む

tC
つ
れ
て
木
葉
が
深
く
な
り

、
時

た
。
日
頃
あ

ま
り
人

の
追
ら

な
S

山
路
は
草
が
生
茂

一
な
か
ろ
う
か
。

秋
と
は

言
っ
て
も
紅
葉
に
は
ま
だ
早
い
彼
岸
前
の

日
で
あ
っ
た
。
払
は
且
取
り
に
哭
の
山
匹
行
っ
て
み

は
静
冗
し
て
掠
始
紀
似
た
り
」
此
の
山
の
中
は
、

秋

(3

味

寛

と

轟

文

3

頃

を

忍

ぶ
ノ

石

延

雄

そ

し
て

此
の
静
け

さ
は
掠
始
の

頃
と

変
ら

左
い
の
で
は

こ
ャ
ら

た
ど

の

此
れ
は
と
て
も
渋
く
て
喰
え
た
わ
け
の
物
じ
や
あ
た

子
供
の
頃
栃
の
天

．T
く
た
き
水
に
入
れ
麦
わ
ら
の
ス

こ
の
地
方
に
ば
ア
ク
抜
含
の
法
は
伝
っ
て
桔
な
5

0

も
ち
な
ど
、
話
は
年
呑
り
か
ら
閲
5

た
3

し
か
し
、

．
枷
ス
ッ

吏

久
妃
直
2

5

出
心
木
の
実
介
あ
げ

て
日
が
C

o

し
た

も
の
で
わ
る
3

こ
れ
は

一
っ
妃

は
米
の
足
し
に

だ

一
っ

の
tu
虞

山

で

あ

る

。

父
夜
は
象
中

で
栄
の
皮

と

鋭

？
1

日
を
立
て
て
栄
の
焼
け
る
音
た
ど
今
で
は
た

栄
を
喰

っ
た
味
。

又
囲
炉
裏
の
ほ
ど
の
中
で
ぷ
す
っ

び
の
爪
化
祇
令
こ
び
り
つ
か
せ
て
コ
リ
コ
リ
と
生
の

今
で
は
栗
拾
5

は
一
っ
の
出
心
い
出
で
し
か
た
5

3

親
ゆ

を
受
け
て
、

汽
と
ん
ど
結
実
し
た
く
た
っ
て
居
る
。

で
は
栗
で
あ
る
。
栗
は
今
は
ク
リ
ク
マ
パ
チ
の
被
害

る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
持
味
が
あ
る
。
又
果
実
類

れ
て
居
る
。

一一

私
は
秋
の
山
の
味
党
の
旧
虞
出
了
を
と
っ
て
見
た
『

秋
の
山
の
昧
党
は
何
と
言
っ
て
も
茸
で
あ
'
G

。
松
茸
一

シ
メ
ジ
を
初
め
喰
え
る
茸
は
数
え
き
れ
無

s
ほ
ど
あ

を
む
玄
ン
ラ
ジ
で
．
こ
し
ご
し
と
渋
を
取
り

、
栗
飯
を

し
lt
の
で

ち

っ
た
3

栃
の
実
に
つ
5

て
は
栃
味
曾
、
栃
ゃ
含

ト
ロ
ー
で
ふ
く
と
、

ぷ
く
ぷ
く
ジ
ャ
ボ
ン
玉
の
よ
う



9

.

，
;
；

後
沢
‘
辿
信

ー
よ
り
抜
粋
；
．
，
；

私
は
こ
ん
た
事
を
思
い
た
が
ら
山
を
く
だ
っ
た
。

か
ろ
う

か

克
の
秋
で
・
・
ク
り

、

収
褒
の
次
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な

の
頃
の
人
た
ち
も
此
礼

・,r-0
物
を
後
ペ

喜

会

が

始

咄

り

充

す

3

抜
苺
の
仲
勘
応
よ
る
勉
一

源
会
で
す
。
友
人
為
お
さ
そ
い
合
わ
せ
て

11
参
加
（

だ
さ

S

o

近
年
吐
れ
応
み
る
、
寒
波
の
製
米
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れ
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況
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。
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諒
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縮
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が
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。

i
u
3
5

た
が
ら
の
迎
刊
を
お
許
し
下
六

S

o

四
号
発
行
よ
り
八
ヶ
月
を
数
え
ま
し
た
。

事

筋

局

だ

よ

り

s
つ
も

佐

発行者 ：由

網集者 ：鍋

花

久考

井

村

岡

茂

博

古

也

文

弘

-rll} 

ヽ

r,
、

-h-rt 
,4
'
 

木

林

凡

Jfo. 

山

内

5
 

発行加：佐久市大字岩村山 10 4 0の7

竹久考古字知',]キ肪局

TEL (02676) 8-0 617 

幸

恵

捷

彦

千
(
T
.
k
)
 

i_  

佐
久
名
古
迎
信
を
久

し
ぶ
り
で
タ
イ
。
ヒ
ン
グ
し
た

(
K
.
s
o
)
 

今
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日
の
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沢
逍
跡
で

、チ
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負
の
皆
さ
ん
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迎
え
た
わ
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夜
降
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た
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か
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あ
る
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蛇
の
文
椋
妃
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や
か
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今
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こ
そ
素
鼎
ら
し
一
の
銀
世
界
、
春
が
待
た
れ
ま
す
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心
は
後
沢
遺
跡
発

き
佐
久
考
古
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子
会
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す
る
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念
ず
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の
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掘
調
査
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飛
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る
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で
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風
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妬
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し
た
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化
遺
産
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守
っ
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跡
が
沢
山
あ
り
注
す
。

こ
れ
か
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も
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す
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と
古
氏
朕
か
ら
あ
っ
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っ
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み
て
は
」
と
ヒ
ン

先
翌
か
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生
を
古
墳
時
代
へ
求
め
る
発
想
を
行
っ
た
が

資
叶

科
詢
粁
が
主
体
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
中
世
豪
族
の
発

る
と
こ
ろ
が
大
き
か

っ
た

。
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訪
地
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地
域
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佐
久
地
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牧
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古
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群
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っ
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も
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圭
初
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上
国
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追
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史
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岩
波
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岡
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士
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牧
場
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東
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も
っ
ば
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そ
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囲
の
史

集
収
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と
ど
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。
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のたろ出 とのに 祖のみのしあ
か ‘ をて い牧や な努かで ‘ る

ヽ l__ 

--, --, : ょのか --, と --, るジよ 話達ん匹い-, ー 初た とけ
うそ. 0 でつここ矢かリ° をも逹さい寒わめ雑から
んん° ぉ ‘ たなろのらや和 し よやわ勉くれて文いが
‘ だ← ば菰よいへ根た "'w てく ‘ つ 強 つ もでだっ出
大 vc 'らを しだ 行や゜そ峠 く説勉て に てみ‘とたて
努寒 さ 背たの つ土お の かれ明強みなもた めみ つ ‘
でく ん中く風て器前からてし Vてたるたいずんけな
仕て はにさのみはもけ出家て米こょ‘たらなさん
事も 一しん吹た午休らる冗くてと゜ぉ° し喜° て
をい 輪ょ淘いい校みや黒、いれいは罷ば L__ V, ん六い
し く 車っれたなで応 ‘ 曜るるる初文 あ そで千つ
て だ をては日° 見は石石 よ し 大もと~ ?i い年た
いか つい体は'-- --Jiこ米の でり'~ て かん だたもっ
るい いたが‘ けて包こと歴生だ弥に ゜そ昔 け
か ° て人もと れみ丁 し て史のよ生は L_  0 のだ
ら← い もと っ どろもらものお° と‘ 市人 ‘
面 たあらて ... 0 出え楽こ兄おかと 1村が綾
白 かったも 掘 ← てた し とさじ実て で作杉
く らたい寒 る 〈ヤいもんさ物も はつ文

いつ一什j --, なすり一匠ーこ詰さ―-,+ --, いど ー て
った十 長お いる‘仕° そんめんそそケうかうそ休
も こ月さはだ所午方← れでて逹れ れ 所んいすんめ
見とのんあとや校が じあ岩がはでも.., (J るたた
には初もち．‘をた ゃる村詰た ‘ 掘佐 ← だ 寒 い
くた め 見ゃ：し建 い 駄 そ 己し‘そっ久 いいだ
るいか匠ん：まてそ 目うのてこのた市 ° 思、 0

が° ら米が° ったう だだど \~(J_) 掘 -t i1ど 去い←
・市 発る 什: '-- てりだ 紀 c., った li'ii つうけ 年~
： の批か半 お し 0 0 L._ かけもただで だ し
：係 し いを くて汁j 僕 のどおのよも もて
・りて C, し とおで 達 室 ‘ 茶は°古 掘 謡
•c, やい← て こ金 は (re を段休ど← 墳 つつ
'-- i斜る い ろが 庁 は 借ポみこ を てた
発が み がな舎 見 り 1 の Vこ V> ¥/)の
公 ‘ と 娃くを ら て 1レ iJ寺あ れ たを
社い こ てて造 れ ‘ の妬み ォし じ巾
で含 る ら陳っ だ 積箱おだ ば ゃで
は会 へ れ列た い み へじ い ー たは

I 
L゚.:' 



るけ せ で 喜 含 屋 運 '7 槃 らヽ と 頃つ と を

火つ 土 --L ま ‘ 在 (T) ん た寒か II の かん灰 信
力; (す ‘ ＜ っ 人 ‘ 内 で｝肖風 ず Yr と 思 っ を の州 罰
芯て 日 れ た 々 ゆ で ＜ さ 『［ るんい い て か 中 区）

怜15な.,う ＜ 曜 る ＜ 力i ら は れノ 在 注 0 七d '1 出つけ に 欠`` 
0 -々, こ' し 知集ゅ 味 る ‘ る こ こ 1)> V> ヽ プ炉， の

七 中 と ら 吐 らわ 0 ..2-｛ で と と ふ り こ ， ざふ 売| 町
十 生手に た つ立えそ し ‘ 在ば と JJ ・こ た わ り
オ息 V て ち な れ て厄 き て・ ‘ たつけ こ今 田 I 
近の を 人 肌昇い は生ほ つ ヽ ') ねの 左 .,/-) ~ し

＜ 瞳 ぜ 紅 と る ‘ 決 き を と う ..J ; )• を中 ヵ； つ 尚・-
、這組

VC の 哀 さ 肌水 赤 し ---<.. ヵ 心 かんし ire ら 具1 
跡た 中切 え を 蒸々 てい ミ の ぷで たI姦入 村

つ K つ 祝近 寄 気と 暖 る ソ 中もく オ れ赤
海た も て せ 忙 燃房 こ リ で の 足 .,7r： で ' ((C 博

お赤 自 いあ 祓えの と で 思 と L • ん と セ ふ~，つ-

届,t::,文ヽじ々 転 をい し る き の切 ぅ い ” 77 つ ン こ 文玄 と 車 覚 ‘み火い実 つ よ わふ 子ぷ ベ し
ん燃 で え 今 がのた 忍 た ') れ る 供 り イ た
J .. 邑. え か さ :t 湧 暖祁 を よ な た さ (/) と ぷ 炭

ただの連 あ 私 つ ク多~ V, ,-r I... つ と 跡 の

ぴる た び つ にた '(;本加 と 昨 ..,. ／こ こ の 目
あ り め たた は こ 力す つ 年 ° ん北方 の
つ ？ 紀 け c., )母ヽ・-

と が る て 十 俵庄 I左 中
A／ こ・ L こ の草 日 た な l没は 月 人 vc ['こ
0 と• ん 日 刈 毎どい 会 切 よ

合
励述手 も

考 在 力ゞ り 日 ..... :t 上 ！疋 の ti 晶 に ひ同
え 苦ーかが る 応,占,,.、 _-ャFe— ヽ． ‘ ！ぐへ:,--,.J 町 会 え じ
込労ケ ら非 で ‘ 充 闊考 口 ぇ立 ょ
んを 月 は 露畔浚 土れ的古 翠跡),<;. た つ う
で し J t) じ Vて 運た な 千島 払洩だ

し 左 読ま --, し び Q 丞フ ノコペ 通 は 1月火
吐 け ＼^ つ し た ゃ 伽四 山 信非常 山 が
つ れたて ん ,＞ _ ス へ 入 版 を燃

たば 時
ヽ
と と コ

佼沢 生し 恵 1 旦沢み えこ だ は毎 い の ツ 充て

と ら 、 日 し な プ 退て子 力ゞ い
,/ ヽ な 一 毎作 か _,. ';f'. 朗ヽ~-, か ら.• な~ 

た い た 日 太 つ 冗 ら と ‘ 
C, 

び のん 土 でた ぎ 応 私 也 ふ辿

ば 体 大の冗 は分収 日 誌｝ っ冗 め 再~ る た かれ虚名
よ ど 食 でふ光 ヽ だ す初 あ て 一 て 十 よ ら け ムロ .,. Iヱ 古 し
しん 方 あ 孔伍は け る 日 げ 受 ケ Y'九S. ” 又 う ｀ 左い恕 4,云~' 、~ か
(/)た と る 、 J;)' 力； し場が る け 月 i屈 け 月 ぃ, ,,—, ― 

た が の I立` しヽ
だ 方 注 が埋 ら ゆか で祈 こ た 以. vc て 0 7't ん ら 中 員
ろ去 ど ‘蔵雌い ＃多ジ・ も し と 知 上 対三あ つ と も で 人 諸そ
う でい そ 文れ は加あ い が識のす 人 る た か語接叫先 ん

° 多 を (1) 化 て かで る発見 でを和る で 日 u 絞岐 先 し !l勺 合 た
結 （ .,!, ,~ 又ヽ; 価• ~ ‘‘ 財 ＼ハ り 含 u 食 , rとぃ 咲'. フ． 、 叫.l,!.i て 左 の ・ヽ槃ギに=' 
局 の ぜ 埋保 み で な し で た私 いラ 三 花の ‘ ぁ ‘
今 人 ず隣恥現 あ い か あ u~ 、な~ 、 侶-ご,.・ ン' 石 で 後 こ た 発地
舌A、 々 に さ の在 み 自 し り ―ォ―,.< . り 林 ・;,-- ・牙.'・. ' さ や匠 んた掘 の
で尻 は と 雨

ヽ ° 身 ‘‘ 絲浚 の 主び練ん り 統 たか応 た
し 此I い考毀竹 生 の一脊 リ任を つ と ぬい私 さ 対 い
-l・!11. ,1,ヽa,9 - ら反 ら 休ケ し だ ホ の 味 た 由 登 て で を す私
丘'・ キ冗 iし ）j を 人 力 月 ＼八 9』』:I... ¥ l ;; 甘 い 0 プ.干』 た~ ゆ rl "' ‘ る応
た；iも な り，J祖 々 r/.、) の 識例紅 卜 西

ヽ こ ペ'- V> t、ナ ‘ 日 I,~ と
こ て ＼へ相 調 Vこ 左 う n Vこ と と の ん と み 述 々 熱 つ
と ゆ し 違 ず 折 さ ち _, '-'I~ 、 主 vc い此」 日 の ぷ~ " J も 愁の と て
は け ー 似こ る り 妬 半吸 毎 と よ 初指 えのを触線 ‘ 
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(6  

浮誓 て生るい際 測 りじ― H と 向 の化 ら が 自
午楽態 こへ vc 図閲め 十先 で を を 且オ・ 得 し 己
稜 し 命とん実作か会日匠 第

事
あ 兄軸匹 たて 満

pl行た は そゃ を惜祖ii製 れ 負 ‘ 追虹 る 出 に対 結 左 足
I, 'うつ主し 作作た十岩・ 一 ° す し 吋― ,叩・• , ,・ ,、l ら• だ
膝だて眼注ネ禾° 五村し回 筋 べて るは た け

ゎ沢っい りこれをを 午名 山た キ き ‘ 識知 ‘い で
れ、 先たる行たす行前の洩l会廿j と 牲 局 で保取 払° は
生° 人な ° るな中 参 お は を身自しな
晟匹 々つ今時いは加 り会

だ
なの子 かか

切よ のた且 1甘i ... ... 者館 ‘開 い 大びが し つ

にる 顔がはが崖 話為を VC 第か だ切
ヽ
も ‘ た

、 産 は ‘ 形を し 村も於て 一 よ つブ さ -1-: っそ の
現文 ‘自 が氏ち 回 れ う を の と んか

在 時 は分正っ艮 vc " 由字甘 る り か訴 中 も 左 ？ 
2 代 つで確たすよ午井 ／ ？ ぇか つ固、 そ
ゎの ら 何爬 こ ぎる 十前会会 とてらと いん 1I 
れ土 つ か図作と て 追物 長が いゆ柑埋のな

て 器 と を は ‘ 時を二 うくた蔵中岩、

ぃ の し一す た実実 よ は 月 こ プj ， も 文か い

た 口 き 有で 行漣とら器こ造跡井会 日 あ 形 う と 判在手 る
ゎ今 た意、実 今な 文いをろ 本 り 分向方 しし ち で 型
け支佐い 義際年う 式 い実際 ‘ 出長的視 注 類 てつ ょ 研究 式
でで とで『C 度 こ 土 と 次土が し 法方性 と つ つ に
す 、 ク＼思、あ参はと 器 い //C: 1国の行封 たを ら

ヽ
と対象 つ

が佐考い り加じ紀妬 う 兄は土参侭が等説 打えも 早 ぃ I
‘久古ま ‘し めたよ皆たぜ器 し 立縛 ち てつ 急 とて

と考 ii且すこ手てつるのがひをたら文明出いと匹た説
r/) 古信 ° れ村のた文妥ら会見、適既 1片をしか大設る明

通 かで子° 様望手員な文説代行たなき定物追を
当信担 ら さ 営 をが習がが式をのな° けたさ 行

を つ 説器た ‘ 冗ばな てつ い

次すて明のっ期多‘たがし／ヽ＼＾‘

回すい を写たか少皇廿 龍らり るてそ
はめる行呉° ら 文在の製のこ

‘ て縄だと最前解時い中式兄か

現い文つ ‘ 後期な代 ‘ で名方 ら

物っ式た後匹ま所のと様をを考

のた 土と 沢由でも器い式批現 古

＊＊ ま古が なが出山 の 刊

＊す 4 J!; 励 長 さ活さ思 5 さ
* 0 会 く ん発れ子項れ
＊大 もを て 編• - も (,'[た会紅 て

1 * き殴始厳 どだの負 よ 含
＊左 虔めし しるでがり吏

＊臼紙たか どこ紹担 ‘し

＊盈も春っ 渠 しと 介当林た

＊を順がた 俊．勺 掠と し 幹出 幸゜
＊／ 調や冬 稿思ま 彦そ

＊へ たつも を い す と会 こ

* K 活動て終 お花 C, し員‘ で
* s 来り 記 寄すこて ‘ 
＊ツ を さ‘ せ° れボ花本 I
＊ 開しず く又‘ か裕岡弘 会
＊ 力合たぺ だ ら局会

＊ し ° て さ会増 ・只会則

＊ て佐の し，，，只々よ負‘ 弟

＊ お久考 も 9 の活り 6 
杢 杢琺杢杢＊＊り の み剃）選島条
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2
 片

と
鉄
器
、

人
骨
ら
し
い
も
の
も
出
て
き
た
と
い
う

出
土
し
た
。
吏
貶
附
近
を
掘
り
拡
げ
る
と
、
土
器
数

連
絡
が
あ
っ
た
．
3

人

体

神

光

寺
匠
在
っ
た
も
の

で、

行
っ
て
兄
る
と
、

JJ
は
蕨
手
刀
と
直
刀
、
士
器
片
は
西
壁
寄
り
に
南
北
に
細
長
く
伸
び
て
S

た
が
、
詳
一
令
、
排
仏
棄
釈
紅
よ
り
、
沖
光
寺
は
廃
寺
と
な
り
、

□

蓋
一
一
一
年
四
月
十
八
日
三
重
塔
は
前
山
の
貞
祥
寺

に
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一
は
須
恵
器
と
土
師
器
の
破
片
、
鉄
器
は
鉄
荒
の
破
片

し

S

埋
非
の
形
は
わ
か
ら
な
汀

L
ー
ー

1
|
|
1
:＇

の
に
当
っ
た
の
で
、
掘
り
出
し
て
み
る
と
刀
二
振
が

s
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
古
鍬
の
先
が
金
物
ら
し
S

も

る
た
め
、

地
下
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
天
地
返
し
を
し
て

制
封
沢
中

，
子
の
同
紡
）
が
、

畑
を
薬
用
人
参
畑
匹
す

昭
和
四
十
年
一
月
、
畑
の
所
有
者
鴬
見
逹
氏
（
旧

で
あ
る
。

坊
と
呼
ば

れ
て
S

る
戌
が
英
山
地
畑
古
墳
の

あ
る
所

東
坊
、

西
坊
と
―
――

□

わ
れ
て
い
る
所
が
あ
り
、
そ
の
西

あ
る
。

る
所
妬

ら
り、

現
場
は
墳
丘
も
な
く
一
兄
普
通
の
畑

也
で
、

i
 

地
籍
は
臼

一比
町
犬
字
正
封
口
字
英
比
地
畑
で

れ
、
神
宮
寺
も
併
存
し
て
S

た
し
、

S

花
も
地
名
に

所
海
神
社
は
古
く
か
ら
佐
久
地
方
の
惣
社
と
称
さ

英
一
出
地
畑
古
墳
は
祈
海
一
二
社
神
社
の
旧
境
内
紅
圭

黒

岩

忠

男

英

出

地

畑

百

填

と

蕨

手

刀

に
向
5

て
5

た
3

床
面
に
は
砂
礫
が
薄
く
敷
い
て
お

約
一
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
ニ
メ
ー
ト
ル
、
羨
造
は
南

全
体
か
ら
見
て
、
横
穴
式
石
室
を
も
つ
小
規
模
な
円

古
墳
の
栴
造
規
模
は
、

は
っ
き
り
わ
か
ら
な
S

が

畑
に
な
っ
た
り
し
て
移
動
が
か
た
り
行
わ
れ
た
り
し

恐
ら
く
祈
海
―
―
一
社
神
社
の
西
坊
敷
地
に
な
っ
た
り
、

羨
道
も
押
し
つ
ぷ
さ
れ
て
変
形
し
狭
く
な
っ
て
S

た
。
一
英
丘
地
畑
匠
は
主
だ
主
だ
S

く
つ
か
の
古
瑣
が
存
在

た
結
呆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
う
J

頃
と
思
わ
れ
み
。
玄
室
内
部
は
お
よ
そ
短
形
で
東
西

り
、
一
そ
の
上
に
同
様
冗
薄
く
木
炭
が
敷
か
れ

、

を
探
し
て
見
た
が
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
な
か
っ
た
C

た。 s
て
5

た
。
更
に
現
地
注
で
行
っ
て
調
ぺ
て
み
る
と
、

確
認
し
、

四
十
年
＝
一
月
未
盾
掃
発
掘
の
運
び
と
た
っ

但
処
か
へ
迪
ぴ
去
ら
れ
て
無
く
、

か
れ
て
S

た
の
で
古
墳
石
室
の
基
部
で
あ
る
こ
と
を

横
た
わ
り
、
そ
の
下
に
木
炭
が
砂
礫
の
上
に
薄
く
敷

石
囲
S

の
西
側
寄
り
に
粉
末
化
し
た
人
骨
が
細
長
く

で
あ
り
、

又
人
骨
の
粉
末
化
し
た
も
の
紀
木
炭
が
つ

こ
の
三
雹
塔
婆
は
、

明
治
初
年
の
神
仏
分
離

も
と
小
海
町
の
松
原
湖
畔
の

冦

査

井

出

正

義

n
n
n
n
n
n
n
n
n
 

洞

源

山

貞

祥

寺
重

塔

婆
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n
n
n
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の
破
片
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
耳
化
し
た
。

の
新
海
神
社
寄
り
の
畑
か
ら
、

直
刀
一
振
と
須
恵
器

し
た

の
で
は
だ
か
ろ
う

か
e

そ
の
後
英
国
地
畑
地
箱

内
の
古
頃
群
の
つ
づ
き
と
し
て
の
一
古
墳
で
あ
り
、

古
墳
は
石
室
り
基
部
の
み
で
、
積
石
等
は
全
く
破
｛

壊
さ
れ
て
お
り
、
蓋
石
な
ど
の
よ
う
た
犬
き
た
石
は
i

中
原
古
頃
群
・
祈
侮
杵
社
占
泊
群
・
上
宮
代
古
墳
群

附
近
の
石
垣
な
ど
等
が
そ
れ
で
あ
る
，
英
一
山
地
畑
古
墳
は
祈
海
神
社
境

割
塚
古
墳
群
・
幸
ノ
神
古
直
群
・
外
丸
間
古
噴
群

八
塚
等
の

古
墳
群
が
あ
り
、

帯
に
は
、

大
半
破
壊
六
れ
た
が
俗
称
十
二
塚
・
囮
十

尚
、
国
封
口
か
ら
大
奈
良
に
か
け
て
乎
地
の
畑

全
体
妃
腐
朽
が
非
常
に
強
か
っ
た
3

蕨
手
刀
は
刀
身
全
長
四
八
糎
、
柄
の
懸
通

iL
の
上

冗
青
銅
の
菊
の
彫
剥
が
装
飾
と
し
て
付

s
て
い
た
が

緑
背
紀
た
っ
て
い
た
C

柄
と
身
は
共
作
り
て
め
る
。
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之 と小人男の任き 残叫め林計 全がの た
助 ‘林と啓臭 小をて、 ら日た裸血 焼あ脊 も

市た 林恐 ず‘が蔵し とつ進 の
郎太り 市じ芍 焼工 ‘長昌て いたに で
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昭栽男 い小 し小棟へ名 災力：み 再

ばや已山開展ろー苦 着 金 参

届科か地線濾 ‘ 請負 工 嘉水 拾両 林小 鋳物根岸 柚加外
た帯を すそ科 方しに
山山 にるの山 額金来以 二を源 師聾棟梁 た中
の巡彩沿地平接が 三年枡蔵 師 と小
左台 成っ 点す 金年へ光は ぃ田
I肩地 して vc にそ 六目 ー寺

ヽ わ切
の をて ‘は 旧を 拾 ° 八に着入岩小稲れ村清
あ負いそ流 前ひ 両 胆寄工沢吋詫・子る
たし＾ るの｀れ山の井 と 八進 半 村田藩村° 宗水
り
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をく 豊片嘉 ° ち 匹 と 門
越たのか 前る

喜 を
えどゆな 面と 思 し
てれる水が匠 こ ヽ

~ て
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り てい台山ての平ざ 下調発掘期米（内）た石 生実台々令
滝 おる'-"地のい土,.__,,行ら発f(、式凪 待さ し＾器 活や地庄
下り ° 塚る器に がやし山や
に 相熊で出°片と今さ‘蒼れ外‘縄 た菜山片
堀之 当の加へ が、也、回れ南のみ vc 今文 もを）萬胄
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天考帯の ち ‘ でと ‘そ班国十布 ろ 米作 ° っしと稲作 る宮
皇え 岸佐 きい条 の 戸かう いて た思 ゜ U」
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七 は中たよ 水で名字の域 つ郡のこ上法 れて
日吾さ るつ班出あ とに大ての童と小山 七 た‘
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芦二゜ ｛こう こ地-たの 妬佐久名抄食び‘ とl 
笞ーーエ-- !i'C め巳に の名(/~ も流 よ た ‘ 弘 さし
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任
の
厚
S

説
含
口
竺
府
の
祖
臣
で
あ
っ
て
、
甲
斐
園
中

る
。
し
か
し
、
堡
光
も
長
屑
も
彼
呼
は
椋
頻
納
の
信

加
々
芙
遠
光
が
こ
こ
に
居
住
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ

小
宮
山
紀
紅
だ
た
、

小
笠
似
長
清
の
父
、
信
磁
守

す
る
。
）

の
小
宮
山
氏
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
狂
惹
を
妾

佐
一
小
宮
山
氏
の
ほ
か
冗
、
9

仮
に
人
っ
て
き
た
絃
封
氏
系

〗
の
こ
と
に
正
目

し
て
翌
誓
虞
。
栗
岩
英
冶
氏
の
「

刀n
n
1
 

信
浪
荘
国
の
研
究
」
紅
よ
れ
ば
、
平
安
閲
代
の
末
ご

（
こ
の
貼
似
氏
系

の

し
か
し

こ
の
小
笠
原
氏
の
土
着
す
，
C

以
前
に
次

頭

職

を

土
3

六
郎
時
長
匹
与
え
、
以
後
、

2年 5~_
族郎
と時
し長
ての

そゴ
の孫

勢が
い、｛半

を封
振氏
みを

う称
こ し
とて
1/C ' 
たこ
るの
0 j: 嵐

U) 

蒙

に
は
市
庭
4

祈
．つ
く
tJ‘

民
衆
と
共
に
念
仏
し
、
提
を
た
た
い
て
踊
っ
た
等
の

の
武
士
の
屋
形
で

、
索
案
た
な
び
く
奇
海
紀

応
じ
、

遍
上
人
が
99ぃ
討
庄
を
訪
れ
、
伴
討
竺
巾
尼
や
小
国
切

払
安
二
年
(
―
二
七
九
年
）

の
冬
、
時
宗
の
協
祖

用
水
の
も
と
を
な
ず

t
の
で
あ
ろ
合
。
岩
飴
の
周
囲

の
水
を
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
用
水
は
、
今
日
の
｀
八
ケ

地
岨
の
居
組
の
倖
応
は
千
曲
川
か
ら
導
い
た
用
水
の

ろ
院
領
で
あ
っ
た
宦
底
国
佐
久
郡
龍
山
荘

vc
下
司
と
一

し
て

ド
向
し
て
芦
た
藤
似
氏
の
末
流
が
、
寵
山
餡
匹
一
て
5

る
が
、
こ
の
匂
沢
に
祈
た

VC
居
館
・
苔
築
5

て
居

且
住
ん
で
龍
山
氏
を
称
し
た
こ
と
が
記
さ
且
て
S

る
。
一
住
し
た
の
は
、
艮
侑
の
子
の
六
郎
阻
艮

で
あ
る
と
考

簾
山
は
小
宮
山
で
あ
る
。
周
囲
紅
山
を
め
ぐ
ら
し
一
え
ら
れ
る
。
鮫
會
げ
代
に
入
る
と
、

千
曲
Jii
か
ら
の

た
抽
形
か
ら
隠
山
と
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
水
議
の
喝
入
が
で
食
る
よ
う
匹
た
り
、
国
沢
乎
全
域

彼
等
は
小
芦
山
．
化
発
祥
の
地
と
し
て
小
宮
山
氏
を
四
わ
た
っ
て
水
こ
化
が
す
す
み
、
件
勺
小
笠
原
氏
も

S

支
記
沢
に
仕
灯
氏
館
址
が
史
尉
と
し
て
残
さ
れ

ら
諏
倉
時
代
の
は
じ
め
冗
か
け
て
の
存
的
庄
の
中
心

こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
合
せ
る
と
、

乎
安
沐
期
か

速
光
居
任
の
伝
承
も
生
↓
●
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
甘
代
の
ハ
仮
所
が
小
宮
山応
似
か

•
I
L
iと
:
の
結
呆

辿
座
し
て
、
父
子
五
人
が
謀
せ
ら
れ
、
伴
野
氏
は
埃

倉
器
府
の
重
臣
、
安
逹
泰
盛
の
乱
（
籍
月
騒
仙
）
に

泰
の
と
昏
弘
安
―
―
}
年

ニ
ニ
八
五
年
）
十
一
月
、
鎌

か
ん
で
ち
っ
た

の
で
あ
る
が
、
時

直
の
子
、
仔
封
艮

惣
領
栽
を
も
ち
、
伴
匂
小
笠
原
氏
の
勢
S

は
甚
だ
さ

あ
っ
た
た
め
か
、
伴
封
庄
の
地
頭
い
と
共
に
小
笠
原

脚
紀
追
座
し
て
北
条
氏
に
疎
外
さ
れ
る
等
の
こ
と
が

の
側
近
で
あ
っ
た
長
兄
小
笠
厭
長
経
が
、
頼
家
の
失

た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
悲
運
の
将
軍
御
頼
家

玖
倉
に
居
住
す
る
こ
と
の
方
が
多
か
っ

あ
っ
た
。
彼
は
恐
ら
く
伴
好
庄
の
封
沢
館
妬
居
住
す

liiるか
ら
遁
佐
久
郡
伴
封
庄
の

地
頭
戯
は

乎

家

―
巨
摩
郡
加
賀
英
、
小
笠
原
の
地
を
本
拠
と

し

、

ま

た

こ

と

が

一

遍

上

人

絵

巻

（

京

都

誓

塁

芭

一
討

誓

収
翌
に
よ

っ
て
甲
斐
源
氏
の
小
笠
原
艮
清
た
｀
宮
や
京
郡
妬
も
居
飴
を
描
え
て
い
る
の
て

、
恐
ら
一
上
人
絵
詞
伝
第
二
巻
（
金
台
寺
蔵
）
に
記
さ
れ
て
い

与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
艮
清
は
伴
封
庄
の
地
；
、
彼
等
自
身
が
伴
吋
庄
冗
居
住

し
た

こ
と
は
た
く
、
る
が
、
こ
れ
は
峙
艮
の
子
、
時
直
の
代
で
あ
る
。

小

笠

賑

六

ん
冬
臣
の
目
代
を
節
遣
し
て
5

た
も
の
と
名
え
ら
れ
る
。

軍
の
随
兵
ゃ
幕
府
公
式
の
院
匹
於
け
る
流
竺
馬
等
の

射
手
を
勤
め
る
た
ど
典
型
的
だ
銀
倉
武
士
の
一
人
で

は
小
宮

W
に
峨
か
れ
て
S

た
と
み
て
よ
5

で
あ
ろ
う
。
一
る
よ
り
も
、

妻
鋭
に
二
十
数
回
四
わ
た
っ
て
そ
の
名
が
見
え
、
将

艮
伝
の
子
、
六
郎
時
長
即
ち
伴
計
氏
初
代
は
、
吾

一
遁
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詔和 .5 2年度佐久考古学会総会 '(Jtついて（予告）
＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆＆衣滋&&&&&&&.&&芯c&、必＆渇c&&&&&&心＆＆＆＆＆＆＆：ぷ＆

1, 日時昭和 52年 9月l0日（土）午後g時～

ふ会湯佐久市者沢会餡洋閥 2号

3j 日程， PMZ!OO,....,,

l) 開会のことば

i2,) 会長あいさつ

3) 日程説明

・1) 議長選出

5)議奉

第 1号譲案 昭和 51年度会務，決算，会計蓋査報告及び承認の件

第 2号誠案 昭和!;)2年度事業計画｛案）承認の件

第 3号謡案 会則変更の件（会費値上げ等｝

第 4号誤案 慶弔甚金種立の件

第 5号誠案 昭和 52年度会計予算（案｝承認の件

第 6号誂案 昭和 52年度役員改選の件

その他

6 } 閉会乞心とば

4, 講演 PM3!.30~"

「長野県における古式土師器の成立J

請師花岡 弘

5, スライド大会 r秘，4!30-・

「後沢達跡」 紺査主任林 幸彦

6'懇親会 PM5!00.-

会費約 1,500 円

｛当日車は師遠慮下さ ¥1.;,)

」
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昭和 52 年度事業計画（案｝

会

会

会

演

総

例

蜻

t

？
~
ふ

ふ謡演去

-t 見学旅行

5, 役員会

9月l0日（土）

月l[g1 (第2土曜日 PM2:oo頃～

テー・,.. 「佐久平の遺跡の分布紀つしヽて」

サブタ .,fぷルについては話し合の中て決定

9月l0日（土）

(. 年→↓回の予定)実費

紐峙 (1J,回）

6, 会報の発行 年 1回

ス通信の発行 年4回

（第 3号懇案資料）

考古通信/~>) 昭和 52年 8月25 8 

（会翡俯上げ乞1 件）

第 5条 本会の遠営の経致は次のように定める。

1, 会費ア個人会員 年額 J…:100 O円

イ団体会員 年領 1~.000 円

（ただし中、高校生紀ついては 50 O円）

ーを「・1, 会股ア馘八会員 年額 1,500円

.,'t 図体会員 年頷 1150 0円

（ただし中、高校生紀ついては ltOO 0円｝」

と改ゆる。

「

（事務局綜察に つぬて

第 6 条第 3 項会長、副会尉奉密局厨委員、会計監査の選出は、---~---· とす
る。又事務局斡尋け事務局長が遠ぷ琳のとする心―-・一ーを

「～とする。又事務局幹裏は、役員会の承認を得て、事務局長が任

命する怠のとする。」と改める。

_L ___ダ--・- .. . ー＿＿ -----・- ____ ,,_ロ-・--—-~ --→一―a-
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会
匹
欠
席
さ
れ
た
会
員
の
み
な
さ
ん
に
は
、

決
定
し
ま
し
た
。

ほ
ん
と
に
お
床
‘
S

時
季
、

も
御
励
力
眼
5

ま
す
。

会

長

由

井

茂

也

あ

い

さ

つ

に

か

え

て

改

め
て
ご
挨
拶
致
し
さ
す
。
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
佐
久
地
方
だ
け
で
も
発
掘
や

は
具
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
匠
な
り
、
佐
久
凋
係
は

ま
た
お

特
に
、

東
海
地
方
及
び
南
信
地
方
の
古
式
土
師
器
の

ス
ラ
イ
ド
等
を
お
り
吐
せ
て
説
明
し
て
S

た
だ
き
、

今
度
の
引
血
を
協
議
し
て
い
て
、
今
炉
の
よ
う
に
日
項
佐
久
地
ガ
の
土
器
に
し
か
接
す
る
扱
会
を
持
た

ili
ャ
＇
）
ぃ仏
尺

こ`

杯

と
う

]
C

し
！

い

一
な
g
#
f
i
:
＇人

r
)

斗
＼
知
也

洒
，し

な

っ
た
よ

う
に
君

け
る
古
式
土
師
器
の
成
立
」
の
請
演
が
行
な
わ
れ
、

の
議
半
に
入
り
、
充
分
討
議
を
行
な
S

、

ど
姦
り
話
決
さ
れ
る
。

ほ
ぽ
原
案

林
幸
彦
会
員
に
よ
る
「
後
沢
越
跡
」
の
ス
ラ
イ
ド

を
見
た
あ
と
、
花
岡
弘
講
師
匹
よ
る
「
長
野
県
匹
お

会
長
挨
拶
の
あ
と
、
第
一
号
議
案
し
第
六
号
議
案

の
参
加
者
を
も
っ
て
滉
か
れ
る
。

佐
久
巾
野
沢
、
野
訳
会
館
vC
て
総
会
が
二
十
二
名

0

昭
和
五
十
二
年
九
月
十
日

学

会

り

潤

向

ね
て
お
ね
が
5

し
挨
拶
に
か
え

定
す。

ま
ず
。

し
か
し
こ
の

調
査
の
完
遂
に
よ
っ
て
、
佐
久
「

E
几
る
。

若
古
9

予
会
が
地
域
の
全
域
に
わ
た
っ
て
活
叫
で
き
る

の
だ
と
想
う
と
、

と
考
え
ま
す
。

ま
た
と
な
S

す
ば
ら
し
い
恨
会
だ

尚
、
例
会
に
は
必
ず
出
席
さ
れ
不
明
の
点
な
ど
充

分
打
合
せ
完
成
を
期
す
る
よ
う
に
辿
信
を
借
り
て
璽

つ
件
を
本
例
会
で

収
り
且

む
こ
こ
を
決

す
る
。

ン
ボ
ル
化
し
、

（） 

ス
ラ
イ
ド
大
会
、
誘
演
会
を
終
了
後
、
近

交
を
あ
た
た
め
ぁ
っ
た
。

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
十
日

選
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
り
担
当
は
事
務
局
会
で

考
え
る
こ
と
を
決
め
る
。
又
、
弟
一
国
例
会
を
一
月

（土）

妬
行
な
う
こ
と
を
決
定
す
る
。

0
昭
和
五
十
―
―
―年
一
月
十
四
日

テ
ー
マ
で
あ
る
「
佐
久
乎
の
追
跡
分
布
に
つ
S

て
」

の
取
り
組
み
方
V
C
つ
い
て
話
し
合
S

を
行
な
い
、
峨

初
弥
生
時
代
に
時
期
を
し
ぽ
っ
て
活
助
す
る
こ
と
を

決
め
、

サ
プ
タ
イ
ト
ル
名
は
、
佐
久
平
の
後
期
弥
生

賜
代
の
特
徴
的
土
器
で
あ
る
赤
色
塗
さ
S

土
器
を
シ

「
赤
い
士
器
を
追
お
う
／
」
と
決
定

又
、
県
考
古
字
会
で
実
施
し
て
S

る
「
埋
文
臼
直

二
十
三
名
の
参
加
者
を
も
っ
て
開
か
れ
る
。
例
会
の

佐
久
市
岩
村
出
浅
闇
会
館
紀
て
店

一
回
例
会
は

十
四
日

れ
た
会
則
第
六
条
弟
三
項
に
よ
り
、
事
務
局
幹
半
を

参
加
者
を
も
っ
て
即
か
れ
る
。
九
月
十
日
に
改
正
さ

佐
久
市
岩
村
出
に
て
、
第
一
回
役
員
会
を
十
名
の

゜
く
の
食
堂
に
て
懇
親
会
を
行
な
S

、
会
負
相
互
の
旧

総
会
、
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｛疋 の 月

割当 担当 下旬村付 木木 町穂 町 町 r廿市村比沢 別

-—～村一__)村 ·~村井島新黒野沢森武藤沢 土 ＼―-町マー町ノ担 て 貴任 ま
実 で

菊吉 由井出田津岩 足泉 藤 当 加者 と
池沢井出 南 屋 圭只 す をの

正恵開忠雄校高膀金乎 る 誓にi 切民忠茂正義子—＝ー . . ; たロ 長 土 任 こ迫
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三土木上 i白久 屋
紅 中た

林土由 石 石史幸行 ・ た ）とし 其間)j 
屋 井 班男雄 土 つ

幸 延 延 ． 
゜ 男 長 た し の

彦忠明 雄 雄 裔佐 ． 屋 ° て左 ため
芳 付藤木

久
博 捷内． 記
文畝 実 の各

ら 七心 ④ ⑤ ② ※ 
‘旧十筋与 本 佐佐

連絡を 会尚研制歳硬良
久古＃ 久市 捉 月 提 月 中

矢 野 ° ソ 先 与 メ云入 末
十八 1 月及沢 ク 生

良
岩・ 出 日 出 と 晨

詞ぴ 学中
のは 顧 学会 村椒 期 日 報 つ の
た

ヽ

限 てみ
周 串住出 所 ＾告

祉校 め 一 ,（'・.c同.l-:" •• 土 励な

泊卒 ‘月 務吉 ヽ 力 さ,;) 

勁来 小十 先 局町 第 をん
た"- 1: ヘ友ン 諸五 冗 枷 も
さ ヽ

病 日 生 木 (J 回 ぃ各
れ数 院午 副 内匝 例 ま 地
‘ 栽 で 前 を

公

゜
会 す区

況匹
亡(匹II寺l い

(/) （℃ ， 担

恥 ぁ 長 捷七 て 当
ヽな-, な 直 沢： 行 i 小か ら 十 た
認た れ八 む う
市わ た^ 分 ゜ と
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赤

い

土
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い
つ
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も
ま
し

て横
を

向
い
た
払

の
目
に

だ
の
は
オ
レ
ン
ジ

0
花

（
咲
い
た

0
ね

果

て
し
な
く
続
く

的
地
へ
の
一

歩
を

砂
涙
の

向
こ
う

0

鉛
み
，
山
し
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い
だ
す
ね
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目
十

六
ー
ニ
六
石
橋
荘

内

ぎ
っ

と

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
S

．
ん
叫
に
目

巾
川
市
国
分
五
丁

オ
ア
ジ

束
穴
ぷ
＾
※

3
穴
大
弓
穴
犬

、

い

~
C夭
点
さ
芸
＾
“
心
ッ
太※
点
”ヽ

•

？

ふ

ヽ
人
●

•/ 醗
新

入

哀

貝

紹

介

醗ノ・‘

ッベ
2・

ぺ

ぶ

”

•
/

．
ヽ
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ぷ
工“内
穴

，
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六
衣
“
C
芍
‘火
ぷ心
禾
汲
)
六
“•こ
t
竺
芍
芯
●
{
*
“
^

・
ス
で

し

ょ
う
か
？

ぬ
花
か

ら

但
を
慇
し
る
り

で
し
ょ

う
？

ギ

ラ
キ
ラ

し
た
太
怜
i3
下
の
人
々
は

令

の

言
わ

の
人
々

の
心
を
慰
め
る
と

い
う

破
衷
の

熱
砂
に

咲
く
サ

ボ
テ
ソ

の
花
は

蕊
商

サ
ホ
テ

ン
の
化
が

．．．．
．．
 

）
 

⑳
「
赤
ぃ

土
品
を
追
姦
う
／

」
の
国
ぇ
枠

例
気
な
く

い
谷

①
「
狸
，
又
日

・、5

一
の
中
向
報
告

~
・

ト

久
し
振
り

の
太
陽
の

下
の
息
を
救
S

込
ん
だ
ら

／
＇
ー
！
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飛
び
込
ん

ぉ
陽
椋

の

ニ
オ
イ
が

し
ま
し
た

ど
う

し
て
か
し
ら
？
青
く
橙
み
切
っ
て
見

え
る
の
は

梅
雨

3
合

い
伽

の

肯

い
空

竹
内

き
み
子

サ

ボ

テ

ン

り

花

＆
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＆
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彦

井

土

出

→ ... 
戊

恵

也

花

子

岡

木内

TEL(O'l.676)8-0617 

捷

弘

今
年
は
、

埋
又
白
書
の

作
成
、

お
寄
せ
下
さ
い

／

辿
き
を
始
め
ま

し
た
。

追
信
へ
怠
賦
稿
全

ど
し

ど
し

手
習
会
と
出
兌
な

ま
す
。

担
当
致

し
北
す

の
で
、

よ
る

し
く
お
願
い
申

し
上
げ
―

昨
か
Jr

に
引
き
就
き
、
朴
、
花
岡
、

島
田
の

三
名
が

っ
て
、

s
つ
ぶ

3

遅
刊
を
芦
託
び
g

た
し
ま
す
。

祓
や

っ
と
辿
信
の
係
が
沢
定

し
た
と
S

う
事
情
も
あ
一

庇

8
号
か

ら

六
ヶ
月
ぶ
り
と
S

う
発
行
で
す

。

佐
久
若
古
迎
信
庇

9
号
を

お
届
け
い

た
し

在
す。

、
~
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`
l
i
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ー

、
~
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ì
`

し

l
i
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咤

’・ヽ

二
月
十
七
日
、

rム

r二
3

文
化
庁
に
、
二
六
四

0
0人
の

現
在
金
ー
ニ

Q
3
0
Q
ー
赤
字
未
カ
ン
．
＾

カ
ン
バ

0

署
名
・
カ
ン
パ
た
っ

S

て

二
六
直

0
0人

端
名

含
簗
2
凡＂且ェ

昭
和
五
三
年
二
月
十
九
日
、
姿
員
・
幹
半
・
埋
特

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
佐
久
地
区
の
出
席
者
は
、
由
井
、

井
出
、
渡
辺
、

阿
久
追
跡
保
存
辿
助
の
経
辿
報
告

0

五
二
年
度
匹
於
け
る
連
勁
は
信
艇
考
古
版

44
号

参
照
、

黒
岩
の
四
名
。

阿
久
辿
信
第

1
号

2
月

8
日
完
成
。

金
二
八
五

0
0
0ー
|

ー

御
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

の
会
員
の
ご
励
力
を
お
願
い
。

0

抗
話
行
辿
に
つ

S

て

二
月
十
七
日
、

二
月
十
囮
日
、
県
教
委
に
抗
議
又
を
手
渡
す
。

道
路
公
団
に
対
し
、
二
六
四

0
0

人
の
著
名
と
抗
話
文
を
手
渡
す
。

役
員
会
が
諏
訪
市
妬
於
て
開
催
さ
れ
下
記
半
項
が
話

、,`-委
・
阿
久
追
跡
保
存
対
策
姿
・
事
務
局
の
県
学
会
総

長

野

景

考

占

字

会

総

仮

員

去

報

告

4" 
3. 2
 

会
費
未
納
者
が
多
S

o

困
る
。

選
考
カ
ー
ド
選
考
中
。

⑤
「
中
部
高
地
の
名
古
学
」
に
つ
い
て

頴
ぅ
゜

県
文
化
課
と
の
契
約
が
二
月
末
日
、
協
力
を

②
埋
又
．
ハ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
S

て

県
教
員
の
見
解
匹
対
す
る
質
疑
、
討
論
。

（
省
略
｀
信
猿
考
古
版

45
妬
掲
載
予
定
）

阿
久
追
跡
保
存
に
対
す
る
学
会
の
意
見
統
一
と

今
後
の
保
存
方
向
。

0

国
の
指
定
遺
跡
と
す
る
全
面
保
存
。

①
埋
文
白
書
作
成
に
つ
S

て

A
4
.
 1
0
0
 p
.
―
五

0
0部
・
五
月
の

総
会
さ
で
に
発
行
。

現
在
禍
集
中
、

④
第

3
回
藤
森
栄
一
賞
選
考
に
つ

S

て

⑤
会
酎
匹
つ
S

て

こ
と
匹
決
定
。

囮
月
二
十
日
に
発
刊
予
定
。

⑥
事
務
局
移
転
匹
つ

S

て

事
榜
局
移
転
対
策
委
員
を
特
設
し
推
進
す
る

，吋
咲

せ
屹
．．
 

？
＇／
い
竺
勺
占
lC
て
、北
剖

t
改

告

す
'
Q

諸
協
誤

0

署
名
、
カ
ン
バ
を
続
行
す
る
。

い1
か
し、

る
か
と
S

う

い
る
時
代
の
急
変
の
処
置
に
、

且
つ
、

却
廷
の
条
屯
哺
の

hik
-n
令
の
七
木
工
主

テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
る
。

そ
の
辿
跡
地
点
で
、

い
か
匹
し
て
対
拠
す

す
で
に
肱
史
が
移
っ
て

及
び
、
今
は
中
山
道
歴
史
の
道
馳
査
と
、

s
う、

地
域
全
体
の
文
化
財
保
聡
は
、
住
民
の
理
解

と
協
力
な
し
で
は
と
う
て

S

で
き
た
い
。
諸
々
、

の
人
の
立
場
や
、

は
さ
て
お
き
、

不
幸
に
し
て
諸
半
情
で
、
協
力
性

ヽ

よ
く

地
教
委
とそ

行
政
批
判
を
行
う
人
を
、
新

聞
誌
上
で
散
見
す
る
。
開
発
と
保
談
と
S

ぅ
復
雑
、

当
初
の
埋
文
か
ら
、

吏
術
工
芸
品
の
調
査
に
ま
で

及
ん
で
、

実
際
は
、
他
の
目
然
保
誤
条
例
、
消
防
行

定
文
化
財
（
建
物
）

の
防
火
防
犯
．
ハ
ト
ロ
ー
ル
ま
で

度
か
ら
、

主
匹
佐
久
乎
を
対
象
に
、
県
教
委
の
分
布

調
査
等
で
、

そ
の
後、

又
化
財
保
訟
上
、
高
山
蝶
．

勅
植
物
の
。
ハ
ト
ロ
ー
ル
、

石
造
物
、

又
、
今
は
、
指

政
、
院
発
等
の
謁
逃
法
規
の
研
修
、
周
知
で
あ
る
。

文
化
財
．
ハ
ト
ロ
ー
ル
は
、
第
一
回
の
昭
和
四
五
年

土

屋

長

久

ノ‘゚

ト

ロ

ル

日

話

m

こ

と

化

な

っ

て

お

り

左

す

。

以

上

黒

岩



F 疇ー ・・
か 辺いと付調に 仕我味あ妬匠発新 の大埃で
つ光ほ調う訥近査 ‘二.半々でつ調立にし迫 強たしす
て地g査廿卜丙のを軽 月がのはて森つ伴い跡 さ石たら
発池等で 辿依井六一岐行はへてう方調 をで史‘
地方も‘自跡頼択日段終政‘貨の調法査 2 知構閃当
千はあ以然拝さ町‘階的のき用行査でも る築 埒
軒‘っ悛丘 Ii( れ教某をな流わと政は報-.. 0 し又の
と湿た人のはた 安新経任れめ日調 ‘告そ た他墓
称地° 山係昭° 文怜1 た 1秀にて~:査紫さの あの↑
し性 峠た和輻化社 ・後で任厳 で急れ方 の氏百
たの 調 4ヽ i'~I 井担かで r. ししをあの細法 石族、墳ーノ
‘晶 爺(/) 二沢当らも あ ‘い計り記分や 舞の
似 のに年町か 充る研堂画‘録さ扱 台、古を

寺七地 出古 1爽発ら辿報分 -ぇ先がしそ保れぃ 墳移

八帝 : ~ 墳 地‘が可い血あてこ存て方 行地転
堂で が関地開あ能かへるもにとゆが 政のし
のも わ季籟発りで° の゜.., " V> く‘ と上た
伝あ ムーで地‘ぁそ追あ他学うが年 い紀り
承 i) (/)か先あ域！司るれ求る万術面j' 々 う‘‘
も‘ 周と生るの峙° はが意に的提開‘ 力巨破

゜い検し祝 義たの いばい る多 m 音 数消ど あ
う出て揚か店‘バ埋‘‘る県 0 ( 'か付ケ平くさり、
こし，，＾視 (!Ii/」 II ト文年民° で あ高ら近がさ呆て河
とたる葵しを ひ ロバ代 >民は れさのは出れ近問）I/) II 
vc 折ー てなか 1 卜に り石 (~ 約石‘土てー主題
た紀般 ‘しり 1レロは 造 五造女しいでの 78
つばの議協 経てごが 1 具学 又 民 m 文街てたの丘濫
た‘人は井いけ必ル体で面化 ， の化道ぃ° 馬で で
。IiiJ で ・r 沢る II 袈を化あへ財 自財のた士捨ぁ流
孜もか町ともで迦もる万は 然群迎゜匠場る失
委判‘牧いああじ、あ゜法‘ の丘が過 交とがし
の h 辿姿つるろ ろやと民 調ケ多地 つぃ、た
行‘構とて意う文うがし浴 査和＼＾点 てわ地と
政止の地も味゜ 翡 ° てて学 対用° で ‘れ主ぃ
指物判主、可でこ・ ｀＾光の 象しこあ 祈 ‘の う° 
芍が断 言‘く保 く掘中 /fC. ... のり し約詰
vc ザは禾で大般設 ばが匹 も石径' V> 三匹
そク‘者はき辺 全 く加入 だ造約馬 馬分よ
うザ『1--'rElJ なたで般 もわっ り物丘頭 骨のれ
とク未のい保きへ たれて 得が十観 片ーば

0 、

マ始 性ぽー井聞し疾 重ナい院し告の のは
スめ我にし番宿してし昭 按ミ° で° や結一真うe 
コ rrc 々欠く困跡て‘‘和 た、ノ諏‘とら奨月楽す
ミ‘がけ‘っと安 Je 三四 文ク訪抜ふ‘ 二寺い
vc //¥~t1幼て専た lnJ 心の重八 5 化な濶々 あ 依具十の旨言ピ
は禍力い間の速し候の年 財甲とでれ頼体六報伝者
気をすた用は た補搭‘ で賀立も‘し化日迫え((~、
を用る こ語‘地が 又は県 ぁ三科‘近たしのでた
つ 恙、 こと＾ ；祈牧 ‘化 数 父 る郎 山山世面た防 あが り
けすとで消間委そ財 こ伝‘門寺後件火つ‘
よる n あ防記えのと少く化材 と訳小か領でをデた何
う諏‘っ行事か悛 iた‘係 は 4) 沼ら数あ 'I ゜をか
゜訪取た巴内せのつす艮 剃あ池 (r工万りすの 、も‘

＾力材° 容の具てべの 知りとめ石‘で視 つ [: 
五式応 のに 体 Vヽて の‘をつの に奴、,, た
デ があ 扱正状現化みを金+'- JLり含結た大 防ぐ真．パ か
'- ft_ V> /J餌ては貞界ブ先十 りわぷ vc 名よ楽卜 、の

二番つ が性あ‘ 指生 でめ‘入格し寺ロ (J~ ノ悶刈
‘良て 慎がる小を定が あてダれのもへ 1 の
士唸は 祖と゜田おと祝 .bo' イな 寺 た報ル 日

佐久考古 信
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出 3 I て の記移鬼存土例道増 紀 い具 も 五す期

土-式代古との入隔在器が泣跡 加続中佐たと‘領がに
恢 ゜-表 貼頃： 考資須 I がのあ しく葉久 i、し茅式‘お
科ま‘さ え料恵式看故る店つ和以乎 v) て野土三け
かず、後れ、代ては器の収が 0 2 つ泉降にとは巾器孔る
‘ 半る期後ぃ‘が lh炉さ多こ号あ式でお考台下のの S
比 I -且 o I., 祖少 !Uiれいれ住る土はけえ脊付彩 蟹徽小字
較式 鬼の° 泉故にふこま居° 器なるら 河形型ロ
的は式尚土 式伴 拉 ° とて址代をい五れ 原士器緑

良 ヽッ式器 土出い又筏の‘表出か領る土逍器台台

好道巾と土器 は 器すて ‘ 知第的土と式°器跡＾は喜付
た 区-- ヽ のる‘こ）診見 3 なす考土 がの何残

セ迫分は鬼 範可不佃 v) 土で号資るえ器 主一孔存
ッ跡さ 、 石向コ→ 砥能 時器 v:t 堅丹辿ての と例鉢し土

ト第8 れ一式 で性哭似l,..... ‘穴は跡い開 しでッて器

と て般土 も がで或単特状 ヽu る始 て あはいは

し号い に器 後あはい fL に逍佐 ヽ
＾は 板 り ヽ 心こ ヽ

て 住る lllJ VC 半み あは舛裔構久徐註
ヽ ふ月ヒヒ ‘県 ° 姿

認居＾半 よ の゜る続＜ 一杯出 市 々 2 4 し煮下又を
め址註へ つ も前が の形土 市にッ世 て沸で ‘消

゜
墨書• そ提信士 の不 た JlJj で土化形磨お 色検 VC trC ら
の出を器後没資，！月続増を確のす土研い鬼磨討あおれ
土可さ J中し、 に 科確く加ス実滑る器をて高研 ・r k いる
器も i能生れ 劣紀ので哀1廿1をテに石~)も施は TI rJ) るって゜
てとら‘増‘ 認ツ認製の晋さ‘式杯こて古又

多くはおしず固加を 特式め プめ品の偏れ圧土形 と お墳 ‘ 
多 t) た‘分 に士な と ら＾ ‘化た倒器土が

り 時昨

‘分＾地資は 式待‘器けしれ主ーすも的を器可‘代年
例に註域 士つこはれてるに廿1; るの［て出も能細の調
えぁ 4 vc 益べの‘ばこ゜.... (f(0 が多土少と分住査
屯るツおがはき峙当たの祝臼は又亨いし数た化居さ

0 、い多‘と期地ら岡時玉残' 0 たなっ‘址れ
佐叉 •佐てい前考（（こにな期点ッ存巾を杯遥が たセのた
久 久... 0 述え関お IA if[ で も す形占形跡 ら 0 、ン大佐

戸巾住平そ液してしいで迫跡 ば ‘る土め土は存 I 卜半久
居(((の共たいてても ‘こ° 器‘器‘在式のが r廿

坂址お細 舟鬼るは文ろ数 I の住も長は佐す妬把こ後
迫出い分中 ゜‘ うの式峙居‘胴‘久るは握の沢

跡土て論・ 今般° 急の期址長窒の黒乎゜‘待均辿
.K のもが南式 後も 檄時ま出頸 色紅 黒....期跡

' 
たの ,c いき 士器 検討後居す ら陶 位下 1
V. f.c よはた以 址るこの器園盤で号
0 lJ:御JJ おり具° 上と土師 とがのアが分すも住

の大 言 'jj]:f] 体的 紙 ‘し器さし ‘恥プ伴式る ‘居

み参 を蒻 1英 数佐てはれて Jti J!H ロ 出土ヘ一址
や緞 賜村討頂 た lfC 久残 ‘ね ，i、英上の I し器註住か

考ー わ博 点も平存そば出村住チ てに 5 居 ら
古--, つ又けれ に限のす ,I) なさ横店 4、おは一址は
J1o. s た・ つり土師る 1灸られ）塔址五能］り ‘ ° 出 7 
1 3 字状 ° 林ばいが わもたる逍跡 は ‘須 士個

末幸彦 ‘てあ器け ‘いも ‘と細恵 点体

和昭 該ロ
文 幸はり『こで瓦でのの一岩、分器 数が
なの甚‘‘つあ遠あがよ般わ K ..., と 出

42 士 が両氏 で概伽d ,~ る ろあうにれは灰 し土

年器 ら あ遠々て° 或うるに集る‘紬 て し

考 附にみ の‘ ぃ° こ孤落゜こ陶 はて
L_  ~忌を•,:_ は‘ ° 報告 土硲 は と立址 の器 、お

土 n し を 方 ヽ 上 り

い 表種 臀等 器‘ 述し 師 、た構 面緑 位 ｀ 
ち し 々 或て 質 今住成 か紬 に県

．．
 會



(6) 

臨

第

巻

第

9
号

陀

和

52
年

5

岡
田
正
診
「
凶
憚
討

．
刻
討
土
森
小
考

ー
ー

試
論
ー
ー
特
に
長
野
県
中
1

南
信
地
力
の
住

活
址
出
土
土
器
を
中
心
と
し
て
|
止
信

服
部
紋
史
叫
『
八
玉
手
中
出
坦
跡
（
資
科

竺

上

』

昭

和

43
年

4

岡
田
正
彦
「
平
安
峙
代
土
師
器
毎
の
瑞
年

後
期
Q

土
器

0

一
部
が
、
，
4
世
紀
ま
で
下

降
す
る
こ
と
は
、
充
分
考
え
ら
れ
る
。

3

杉
臥
荘
介
・
大
塚
初
直
枷
『
土
師
式
土
器

集

成

が

加

3
』

昭

和

48
年

こ
の
他
、
一
型
式
に
区
分
す
る
考
え
も
あ

る。 ー
ギ
5
I
 

従
っ
て
、
佐
久
半
に
お
S

て
も
弥
生
時
代

大
参
錢
「
弥
生
式
土
器
か
ら
土
師
器
へ

東
海
地
方
西
部
の
為
台

」

名

古

届
大

江

度
学
部
研
究
呻
梨
（
史
学
）
＞
昭
和

43

江

年な
お
、
佐
久
平
庇
お
け
る
該
当
資
科
は
、

久
考
古
版

3
の
付
凶
を
参
照
顕

s

た
S
o

2

石
封
博
IR
．
函
川

尚

功

『

緑

巴

昭

和

暦年代AD 土器型式

3 0 0年代五領式土器

4 0 0年代和泉式土器

5 0 0年代 鬼高 I 式土器

6 0 0年代 鬼高］式土器

時代必分

古墳時代前期

古 j貨時代中期

古墳時代 後期

信
磁
第

25
巻
第

4
号

7 0 0年代

s a o年代
以以降

器

器
土

土

式

式

間

分

哀

国

奈良時代

乎安時代

昭
祁

48
年

（市川市史より 加筆修正
尚年代は幅を有しており絶対的なものではたい）
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者
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集
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,
 

発
1
1
,
 

弘

捷

が
研
究
を
し
て
S

た
半
と
推
察
し
て
S

ま
す
。
瓜

11
号

へ
ぞ
の
成
朱
を
お
寄
せ
下
さ
S

o

佐
久
考
古
遥
信
版

10
号
を
お
届
け
致
し
注
す
。

春
の
訪
れ
と
共
に
、
第
四
回
の
例
会
は
館
辿
跡
を

歩
き
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り
ま
し
た
が
、

II

疲
れ
た
11

の
速
発
が
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り
以
外
に
思
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玄
し
た
。
さ
あ
，／
屋
外
に
出
て
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を
含
た
え
ま
し
ょ
う
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冬
の
間
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忽
化
閉
じ
こ
も
っ
て
各
人
そ
れ
ぞ
れ
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